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内分泌攪乱物質の免疫系への影響の検討
ービスフェノールAについてー

背景
近年、食品や生活環境へ混入する化学物質のいくつかに性ホルモン様活性が確認さ
れ、生体への悪影響が危惧されている。しかし、その作用機構は未だ明らかではなく、効
果は内分泌攪乱にとどまらず、多岐にわたることが予想される。現在、食品機能部では、
分析科学部と共同で代表的な内分泌攪乱物質であるビスフェノールAについて、免疫系
への影響を検討中である。
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技術の特徴
①細胞培養技術
②フローサイトメータ解析による細胞表
面分子判別
③MACSによる細胞分離・分取技術

今後の展開
①応答修飾にessentialな細胞・表面分子
の同定
② in vivoでの検討
③関連物質の応答修飾の検討

実験概念図 ビスフェノールAによる脾臓細胞の増殖亢進

ビスフェノールAによる脾臓細胞のサイトカイン産生亢進
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